
ヒバ多層林を主体とナる穴川沢第一号

i試験地の施業経過

白 石 閉
山
川
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ヒペの大，中，小径木の j昆交した林分iこ沢伐施業1) を i'fってすでに 40 年近く経過し，この!日1. 5 回の

伐採を繰り返した穴川沢第一号試致地について述べる。すなわち，造林学的原則に基き優良木を保育して

林分の改善;こ努めようとする，いわゆる択伐施業とその成長成果とによっていかに森林が3t:化したかを報

告せんとするものである。

本試験地は 1914 年設定以来，後項記載の試験事業経過中に明らかなように多数の場，同，署員一体と

なって今日まで研究調査が継続されてきたもので，筆者がたまたま本試験地を担当したのを機会にJ 浅学

界才をも顧みず--~~の中間nî樫めをなさんとするものであり，大方1渚賓の批判に供しうるならば幸いであ

る。

なお，報告を取り纏めるにあたり，その機会と便宜ならひ、に御指導を賜わった西村支場長，青森支場上

司ならびに青森営林局上司，および取極めに協力いただいた藤森重智，沼田向重の阿君に深甚の謝意を表

するコまた，本字情貴地の一般1'fII型を相当された内真部営林哲各位および本試験地の過去の調査をw当され

た各位に敬意を表するものであるコ

H 試験地の fd5.兄

本i弐f霊長地 i工青森県東津軽郡奥内村字内真部山国有林(内真部営林署管内内真部第一経営区) 13 :j;{;Ji旺ろ

小班にあって. -1面積は1. 10 ha である、 南西より北京に走る山Ij'í(より東南方に分岐した小丘陵で背筋を

界とし，一方は南丙に，他方は北京に回し，いずれも北西より南東に流れる穴川沢に至る小沢によって境

せられる。中臨以上はやや急斜地とより，沢郊に近く，緩斜地となる 傾斜度はー様でないが，一般に前

者は 25 0 内外，後者は 10' 内外である 母岩は第三紀の頁岩層，土壊は砂nfll土で深く適j悶であるコ結

合度は中尉，土左翼酸度はff!{ï l\直質iこますし、て pH 3.8. 地表下 10 cm~14 cm で pH 4. 4~5 ・ 4. 心土は pH

5 ・ 4 である c ほとんどヒバ純林の多層林で，既往におし、て伐採された伐根が多い。設定当時のヒパ稔幼

樹の存立状況を資籾によってみれ;:!，試験地の中腹部ìtこ{立し背筋西国で，小沢に近い部分は点生，下部に

イ立し背筋の西商ならびに峯部の背筋，および東南の部分は中，その他の大部分は'f佳幼fぎが群生していたよ

うであるが，この状態は現在でも大差なくむしろ，伐採により各吉j:分ともに上記より多量の稚幼1習が認め

られるようである。

本試験地は現在青森営林局管内ヒバ現実林分中もっともよく択伐林理!を呈しておる林分で，階段状に混

交して適当に欝閉し 1本相の美しいことは人をして驚かしめるほどである c 稚樹はほとんど全面に成立して

(1) 青森支場経営研究室員，現穣広営体局員
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リヨウフ\アオノ、;;:' , ヒバ祉制と混生し'n 、るおもな地床1\14物Jはつぎのごときものであるいる f なお，

さヤマイタチシダ，ノ\ウチワカエ干、などオオバクロモジ，アヅキナシ，ヅルリンドウ，

試験事業の沼草111 

本試!換地についてこれまで行われてきたおもな事業，および実行者はつぎのとおりである
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調査ならびに取纏め方法¥v 

1914, 1920 , 1922 の各年は胸高直径 3 寸以上， 1924 年は 2.8 寸以上， 1925 , 1926 年:土 2.2 寸以上，

1930 , 1932 年は 8cm 以上， 1939 , 1942 , 1951 年は 6cm 以上の主木についてそれぞれ測定をなしたご

まずこ， 1914 年は戸沢式論尺をもって一万向のみ胸高部位を分単位まで， 1920 年は同じく戸沢式輪尺を用

1914 年には輪尺で一方向のみしか測いて互に直角をなせる十字の方向について分単位まで測定，なお，

また従来の平均成長量を参酌成長値の異常なものは成長錐による同年測定僚により，定しなかったが，

1930 年以降いずれも直径割で cm 単位以、下一位1914 年の測定値を訂Eした 1925 年， 1926 年，し，

まで測定，各測定値寸単位のものは cm 単位に換算のうえいずれも 2cm 括約をなして直径を求めたこ

蓄積の計算は設定当時より昭和のはじめまでは径紋別の V/G なる求積因子を算出訣定しこれより蓄積
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計算を斤っていたのであるが， 1939 年に林唯推氏はヒバ林で普通最も多く使用されている青森営林局発

行(1926 年 3 月調製)の立木村積表を利用して蓄債計算をなすべく改訂されたっすなわち， 1939 年駅

伐実仔後における 6cm 以との全林木につき m 単位に樹高測定して更E高曲線を求め，径階別の樹高を

定めた。しかして全立木材積炎により径階別の挙木材積を定めこれを一定とし，設定当時よりのl直径J\U定

値にl~; き，各illlJ定年度における径階別本数から蓄積汁算をしなおしたェ

筆者は設定当時からの悩泌を切らかにするために， 胸高l白:径 10cm 以上の立木を茶債の対象とし，蓄

積子j'y，{は林唯雄氏作製の i'iS:階別単木材積を汗h、ることにしたコバノL シゲル，，)によれば成長量調査は誤差を

il\，、やすいから，規則的に成長量調査を行い，その都度次第に修正し， 1 回の調査結果が相当大なる差異

を生じたとしても数十年の問には信ずるに足るf，在実なi宝年成長が求め得られるとしている 筆者:土木試喰

地が幾ITII ともなく毎木利交が行われているので，各iWJ定期間内の成長量を~.rc;算出し，1EZ.是中日参酌して吟

味のうえ 1914 年， 1~)25 年， 1932 年， 1939 年， 1951 年の測定数値に基いて，成果を述べることにし

た3 なお，松川氏λ) の径級区分に準拠し，大径木 52cm 以上， rlJ径木 22-50cm，づ径木 10-20 cm と

した。

V 伐採前後の変化

1914 年より今日までに， 5 凹の伐探が第 1 表のとおり実施されているふなな，第 HlJの E耳目氏の伐保

第 1 表 伐採前後総括表 (ha 当り〕
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残存量
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木選定方針は不明であるが， ，tJ降はすべて保育を目的とした訳伐施業で取り扱われたものである。

なお，第 1 表のほかに 1920~1925 年の聞に小径木 8:;$: ， O.416m誌を収穫したっ

かく取り扱われた結果どのように森林が定化したであろうか。まず 1914 年より 1951 年現在までの間

Volume 
(m'! 

Large 
Diame ter Class 

300 

100 

Med.ium 

Dia.meter Class 

1939 

Small 
Diameter Class 

1951 (Year) 

第 1 図 径紋別蓄積伊;成
Fig. 1 Composition of growing stock by diameter.class. 
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第 2 図本数分配
Fig. 2 Distribution of number of trees. 
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相の2.E化を示すと第 2 図のとおりとなる己

すなわち，多少のずれこそあれ今日まで小径木ほど多く，大径木ほど少ないとしづ多層林の示す曲線を

くずしてはいないコすなわち，淘汰・保育によって収穫物をあげ，多雪村:型を維持せしめることができた

のである。

1951 年に去り著しく樹冠が償請してきたので， 筆者:土これまでの成長経過を吟味のうえ，成長量を基

準として従来の方針により第 1 表のごとく伐採を実行した{その結果伐採後の林分構成は伐採前と同じく

49: 43: 8 となった。

\I成長経過

森林の成長状態はその林の取扱いの適否を示すものであるコ

いま各伐採後の浅存木が次期測定期までに示した成長は第 3 図のとおりである。木図は各測定期間内に

おける成長を直線と仮定し，伐採前後の関係をもあわせ含めて図示したものであるご
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第 3 図 蓄積の移動
Fig. 3 Change of growing stock. 

なお，成長量は Mー (m+ N)，成長率は M (m+NLX  20旦のプレツスラ{の式を利用して求め
M+(m+ N) .. n 

Tこ。すなわち， mは伐採後の全筏存蓄積， n は次期測定までの期間， N(，土木期間内において収穫された材

積， M は次期測定の蓄積である。 1914 年~1925 年は蓄積 267~360 m3 で年平均成長量 8.5m九成長率

2.72% , 1925 年~1932 年はそれぞれ 314~359m九 6.6m九1. 95% ， 1932 年~1939 年は 32S~370 m九

7.0 m3, 2.01% , 1939 年~1951 年は 324~417 m九 7.5m九 2.02% となっているご

以上の結果をみると， 1914 から 1925 年までの成長量，成長率ともに各期間中最も大になっている。

これはもちろん成長量測定上の誤差もあろうが，なんといっても本期間内の林分を構成する径級別蓄積内

訳中いわゆる仲びざかりの旺盛な中径木が過半を占めていたためであろう 試験院始以来断次大径木の占

める割合が多く，本森林の価値成長を高めておりさらに今日まで蓄積を多く累増しつつ，成長量，成長率

ともに僅かながら増加しており，要するに森林の生産力が高まりつつあるものと L 、し、うる。
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第 2 表 径級別原蓄積

Table 2. Incr巴ment of volume 
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1925~1932 

進 (Promott:d)

つぎに森林の1'f/J l1足3rイヒに 1半って各径紋別の成長状iYl!.がL 、かになったかは，第 2 表に示すとおりである。

第 2 表中「成長主主」は年平均成長量， r進」とは本期間中新しく 6cm 以上に進級してきたものを示

す。 原蓄積よりの成長とは，たとえ:ま 1914 年 66 m:1 を占めていた大径木そのものの n年後の成長量であ

り ， n年後に当初'Jrl~径木て、あったもので大径木;こ進級してきたものは中径木の群に繰りさげて計算したも

のである。 1914 年~1925 年の成長量の大i部分は中径木によっておったが，時の活j!& とともに価値の大な

る大径木の訴積が増加し，大体の傾向として成長量，成長率の増大をきたしている J また，中径木は蓄積

減少とともに成長量が下っているが，資本(蓄積〕に対する利子(成長量〕の利廻り(成長率〕はほとん

どー定に近い〉ノj、径木，進級木はる;のとおりである

¥][ 乙パ多層林の取扱いに対ナる考察

上司「伐探前後の2主化」および「成長経過」の両項から，本試験地のごとき，ヒパ多層林に対して実施

された取り扱いが，きわめて穏当なものであったことが窺知される J

このこと泊、ら一般ヒバ林の多JiI寺林に対する取り:jJ1.1，、を，概念的であるが，つぎのごとく解せんとするも

のであるい

ヒバ多j同林のiI4密な場合，材:木の一部を{刻表すると， ;H内のi湯光および養分が各!回樹に対してj間沢とな

るつ今生産を産みだす機能である京債の多少，蓄積をjqliu止する大，仁l' ，ノj、の径紋別の割合，各本{;木の飽否

状況およびそれらの場所的鉦列等によって陽光:および養分を利用する状況が異なるが，それが一定して必

然的に森休の成長が定まってくる。それで淘iJ.;:.保育を 11的とした択fz施業をもって森林を取り扱うにあ

たっては，地下および地上にある陽光および養分を正しく完全に利用させうるように森林の司I~和を考えて

林分の撃斉をはかることが必要である二これがためには，まず森林そのものについて，価値の低い木(た

とえば形質の悪いもの，成長の衰えたもの，病虫害木，瀕死木，価値の低い税種)を除いて健全林分にす

る。ついで成長の抑えられた状態を除去し各立木が空間於にも時間的にも充分に成長する余裕をあたえる

ようにするコさらに局部拍に蓄積が過多て‘あるか，過少であるか等を吟味し，もし蓄積が成長成果に対し

過剰であって，かえって障害をなす場合は成長量以上の伐採を行って蓄積を適E量まで低下させる乞これ

に反し蓄積過少な場合は蓄積を増加せしめるために成長量の一部を桟置集積するようにする乙つぎに永続

的な訳伐林的林分構成状態を目標とするから径階別蓄積格成に欠陥があった場合，すなわちある径階にあ

まり強度に出現しておる場合はこれを伐採して減少せしめ，過少のものは伐採をやめて保育し，理想の分

量にまで増加せしめるようにするつこのように林分の改善をなしてよりよき成長成果をもたらすようにす
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よりの成長状山 (ha 当り〕

by Diameter class. (Per ha) 

1932~1939 19ト1951

id三jiij 積 j 成長量 l 品三t l 蓄 積 |成長量 1ι主主t
""  ~<a~"C Volume Increment : .，，~" ~.."~"C Volume i 1 ncrement 1 percentage : . ~......~ 1 ...~. ~...~..c : percentage 1 • ~....."~ ...~" ~"""~..c I percentage 

f}b I m:i 111:-l I nl~ Cf�'l In:1 m:-l I m:i ?b 
し 01 1124. 234~ 134. 6321 1.733 1 1.34 1134. 241 ~156. 1281 1.751 1.21 

1.98 1186.038~210.155: 4.019 2.03 !169.197~216.072， 3.750 1.95 

4.85 1 17.638~ 23.63訓 0.999 1 4.84 1 20.512~ 37.7581 1.380 4.74 

0.249 I O.問

ること，および合目的な径級1'111伐を目標とすることが必要で，林分が少しでも理怨的発展を辿るように取

り倣う。かかる到!想、にしたがって伐採した後の林分;ヱ常に以前よ 1) もより一層優秀な梢成を示すこととな

り，それとともにますます木材収穫の価値を高める 以上要するに永続的な最高度の収穫能力を有する択

伐林的林分状態を則禁として多時林の寂般L 、を行うべきものであるつ

さて目標である侭伐材:のfIIl成は，概念的には~~想定されるが，実際に出頭させることはむづかしい

森林は絶えず動きZE化しつつある有機体であるから~-見ある一つの森林についてわれわれが最適状態と

認めても，時間の経過とともにこの状態は受わることがありうるコしたがって.時間的経i0lにおいて斐化

した林木，ならびに成l覚に応じてさらに上位の最適状態をつぎつぎと追求するよう取り扱うべきであるコ

今このように多岡林を取り倣うのであるが，もし取り扱L 、が合理的な場合，苓積のHlI成状態，林木の場

所(1明日列等は最適の状態へと発展し，かつ森林生産も促進されるつ

\]1 摘要

本報交:は穴川沢t.R伐試験地(現青森営林署管内)における森林のlEイヒと，成長成果についての報告であ

る。

1) 本試験地はヒバの大，中，小各径級木を混ずる林分で，優良木の保育，永続的に最高度の収穫能力

を有する択伐休.'1')林分状態の誘導を目標として施業を実施してから 40 年近く経過し，この間 5 回の伐採

ヵ:ほどこさ才工て L 、る

2) 補!丸投打等立与林上相当集約な施業をこれまでなしてきたっ

3) 現在稚幼闘がおおむね全面に成立し，樹冠が階段状をなして欝閉し美しい林相を呈して対る 3

4) 今日まで小径木ほど多く大径木ほど少ないと L、う多層林の型はこわされていない

5) 苓積は終始約 300~400m3 台を保っており大，小径木が増加して， 中径木が減少しており，中径

木を主体とした林分が，大径木の占める割合をましてき，林分構成上森林の価値を高めてきたこ

6) 森林の生産力はi'rr次僅かながらも[芯隼されつつあり，大体の傾向をみるとほぼ同ーの森林生産量を

あげながらしかもその内容は漸次価値成長を高めつつあると L 、 L 、うるつ

7) 優秀な蓄積構成をもつように改善され，かつ生産もそれ相応にあげているとともに，木材収穫の価

値が高まっているので，本試験地は合理的に取り扱われてきたものとし、し、えよう。
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Akira SHIRAISm: The Results of Management of the 1st Anakawazawa 

Experimental Forest Mainly Consisting of Many Storiec1 

Stanc1 of Hiba. 

R駸um� 

The writer reports on the change in composition anc1 increment of the 1st 

Anakawazawa Experimental Forest under the management of Selection Cutting. 

1) This experimental forest , consisting of trees with various diameter 

dasses , is intendec1, by means of tending good trees , to be the selection forest 

type with sustained yield capacity in the highest degree. This treatment has 

been given for nearly forty years, during which cuttings were made five times. 
2) Rather intensive rreatment has been given of afforestation measures 

吉uch as interplanting and pruning. 

3) Now young growths are seen nearly all over the ground and presenting 

fine forest type with the crown being closed in each layer. 

4) The type of this many storied forest , containing more trees with small 

diameter and less trees with large diameter, has never been destroyed so far. 

5) It keeps 300-400 m3 per ha. in growing stock. The ratio of volume by 

each diameter class, large (over 52 cm.) , medium (22-50 cm.) and small (under 
20 cm.) , was at first 31 : 62 ・ 7 ， and lastly 49: 43 : 8. Small trees increasing , 

medium trees desreasing and with increasing ratio of large trees , the main 

constituents of the stand has shifted from mediwn to large diameter class. 

Thus the value of the forest has increasec1 on the viewpoint of stand formation. 

6) Forest proc1uctivity has been developed by degrees. There is generaI 

tenc1ency towards grac1uaI value increment of the forest. 

7) Since the forest has been so improved as to show proper composition 

of growing stock and the yield has aIso somewhat increased , the treatment of 

this forest may be said as reasonable. 
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写真1. 1953 年の林中日

Phot. 1 Forest in 1953. 

写真 2. 1953 年の林間 写真 3. 幼樹の成長状況

Phot. 2 Forest in 1953. Phot. 3 Condition of young growth. 


